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は じめ に

　　　　　　　　 モ ン テ ッ ソー
リ治療教育法の原理

〜モ ン テ ッ ソーリの幼児教育観に お け るイ タール とセ ガン の 生理 学的教育の影響
V

　　　　　　　　　　　　　 中　　　織　　江

　　　　　　　　　　　　　　（大阪市立大学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不可 能 と して か え り見 られなか っ た 知的障害児の 教育

　 イン クル
ー

シ ブ 教育が 、叫ばれ る現代、治療教育の

研究の 意義が あ る と私 は考えた。発達の 程度の 大 き

く異なる子 ども を同 じク ラス で 教育 し よ うすれ ば、専

門知識も要求され る。また ク ラス 内 で も、配慮 が 必要

となる 。 そ の 時、私は モ ン テ ッ ソーリ教育法 に 出会 っ

た の で ある。

　 彼 女 は、精神 科医 と して、知 的障害児教育 に携わ り、

ま た、30 歳の 時、ロ
ー

マ 大学哲学科 に 再 入学 し、心

理 学、哲学 も学ん芯 い わ ゆ る、医 師 と して の 知見 も

教育者として の 道徳性も兼ね備えた人物なの で ある。

そ の 彼女が、障害児と普通児との 関わ りにつ い て研究

す る 中か ら、独 自の 教育法を生み 出 し た の で ある 。 私

は、そ こ に イン クル
ー

シ ブ教育の 直面する問題を解決

する 糸 口 が あ る と感じた。
・

　 そ こ で、現 代の 学級崩壊の 原 因の
一

つ を解決するべ

く　、　ADHD 　（Attention　Deficit　 HyperactiVity

Disorder）、　LD （LearniIlg　Disabi瑪y）との 統 合教育

実現の 可 能性への 教育を考える こ とか ら、現代 に も通

じる幼児教育論を考え よ う と思 っ た の で あ る。モ ン テ

ッ ソ
ー

り（Maria　Montessori ，187〔〉−1952）は 現 代に も

通 じる 「子 どもの 家」 で の 彼女自身 の 体験 に基 ずい た

教育法から、私たちに何を教え、何を伝えたか っ たの

か を 考察 して い き たい 。

　本研 究にお い て は、モ ン テ ッ ソ
ー

リの 特に 初期 の 時

代 に 着眼 し、彼女の 治療教育法 の 原理とも考えられる

「生理学的教育」 につ い て、彼女 の 処 女作 『モ ン テ ッ

ソ
ー

リ・メ ソ ッ ド』を中心に考察する。また、モ ン テ

ッ ソ
ーリの 治療教育の 形成過程に お い て 、多大な影響

を受けた と彼女自身も語 っ て い る フ ラ ン ス の 医師、ジ

ャ ン
・イ タ

ー
ル （Jean　 Mark 　 Gaspard　 Itard

1774〜1838）お よ び エ ドワ
ー ル ・セ ガ ン （Edouard

Ones血 us 　SegUin　1812−・1880）を 中心 に 「生 理 学的 教

育1 を解き明か し、彼女の 足 跡を辿 りっ っ 、彼女の 幼

児教育の 特質を究 明 し、そ の 治療教育法の 原 理 が、い

か に、現代教育 に示 唆を 与 え るもの で あ る か を明らか

に して い き た い 。

　　 1 ．モ ン テ ッ ソーリ治療教育法に 影響を及 ぼ し

　　　　た イ ター
ル とセ ガ ン の 感覚教育論

　　　　 （1 ＞イ タール の 野 生児の 教育

　 18 世 紀の 末 か ら 19 世紀 に か け て、そ れ まで 教育

が創始された。彼は、その 先駆けとな り、野生児、ビ

ク トール とい う少年を、科学的手段を通 して 治療を行

い、教育を実践 し、そ の 結果 として 教育学に変革 を も

た ら した。その イ ター
ル の 考えの 特徴は 「生理学的方

法」 とい う。 生理 学的方法とは 、 イ ター
ル に よ ると、

　「感覚器官 と運動系統の 作用に よっ て、知性と感覚活

動 とを、っ ま り知性 の 活 発 化 と身体運 動 とを結 合 す る

方 法で あ る」 とい う。

　 また、こ の 「生理 学的方法 亅 はイ ター
ル に よ っ て 2

っ の 原理に発展させ られた。その 第
一

の 原理は、訓練

に よ っ て個 々 の 感覚を分離させ る こ と、第 二 の 原理は、

は じ め に 2 っ の 対照的に 大きく異なっ た感覚印象を与

え、次に微妙な相違を認識 させ る こ と、で ある 。 この

2 つ の 原理 は 後に、モ ン テ ッ ソ
ー

リが 二 人の 原理を基

に 「子 ど もの 家」 で 実験 を行 い 、彼 女 の 治 療 教 育の 基

盤 となる原理 とな っ た の が わか る。

　　（2）セ ガ ン の 知 的障害児の 教育

　 モ ン テ ッ ソ
ー

リが、自己の 「生理 学的教育」 観を生

み出すに あ た り、多大な影響を与 え たもう
一

人 の 人 物

が セ ガ ン で ある。彼は、イ タール の 孵生 児の 教育か ら

受 け た理 論中 心 の 影響に 対 し、さらに具体的な方法を

提示 した。

　そ れ で は、こ の セ ガン の 「生 理 学的方法」 を用 い た

プ ロ グラ ム とは 如何なる も の だ っ た の か。そ れは、彼

の 著書 『白痴』（1866）の 中に 「生理 学 の 歴史」 と題す

る章に お い て、イ ター
ル の プ ロ グ ラ ム を修正 して、1 、

感覚 の 発達、2 、知的能力の 発達、3 、情緒能力の 発

達として まとめた。ヘ ン ゼ ル （HenseD著 『精神遅滞児

の 生理学的教育』（Me 　physiologische　Erziehungder）
に よ る と、セ ガン の教育法は、知的障害児の 「不完全

な諸機関 に 閉 じ込 め られ た精神」 に 対 して、最初に 自

己の 筋 肉や 模倣 や 伸経 や 反射 な どの 諸機関 を 出 来る限

り運 動 と して、活動 させ る とこ ろ に あ るが、それ は、
「一般教育」「筋肉教育」「模倣亅 r感覚教育亅 とい う 「三

っ の 仮説」 に よっ て 行わ れる もの で ある と説 明 して い

る。こ の 方 法 に よ り、知 的 障害児の 教育を進 め る と教

育を阻害する よ うな多様な運動異常が 見られるが、そ

の 矯正 にセ ガ ン は、「体育1 を重視 し、同郷の 人 で あ っ

たア モ ロ ス （A皿 oro ♂に従っ て独 自の 装具を導入 し、そ

の助 け に よ っ て 純 粋 に物 理 学的 筋 肉 訓練 が次第に 生理
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学的感覚訓練へ と導くこ とが教育で ある と考えて い た。

セ ガ ン は、感覚教育をイ ター
ル よ りも具体的 に、子 ど

もが 触覚、視覚、聴 覚 の 三 つ の 感 覚 を用 い て行 う精 神

活 動 をそ の 順序に従 っ て い か に 解明す るか とい うこ と

に力を注ぎ、子 どもの 教育 に応用 した 。

　　 2 ．モ ン テ ッ ソーり治療教育法 の 原理として の

　　　「生 理 学的教育亅 の 概念

　 1900 年、イタリア の ロ ー
マ で 最初 の 国立特殊児

童学校 と して、医学的教育学的治療施設 が開設された。

そ こ にモ ン テ ッ ソ
ー

リは、ロ
ー

マ の 精神病院に収容 さ

れ て い た知的障害児を連れ て きて 、医学的治 療 だ け で

な く教育的 治療 の 観 点か らの 治療 に も意義を見出 して

行 っ た。

　それで は
〉

モ ン テッ ソ
ーリ治療教育法 の 原理 とは 如

何 な る もの だっ た の か 。そ れは 、阿部 の 考察を参考に

すると、彼女（り繰 り運 しの 実験 の 賜物に 違い は ない が、

同時 に、そ こ に は、先人の 幾人か の 思想を感 じとる こ

とが で きる。彼女の 教育は、イ ター
ル や セ ガ ン の 感覚

訓練 に基 ず く教育 を し、セ ガン の 考案 した教具、医学

的治療法の 体操、セ ガ ン の 体操 と機 能 訓 練、フ レ ーベ

ル の 恩物な どを組み合 わせ 、指導法 も彼らの段階的漸

次的教授法を取り入れて い る こ とが分か る。

　 こ の 「モ ン テ ッ ソーリ法⊥ の 特徴 と、彼 女の 教育の

意図 とは、何 だ っ た の か。それ は、障害児の 機能訓練

に よ る訓練効果 とい う意図ももちろんあっ ただろう。

しか し、モ ン テ ッ ソ
ー

リが真 に こ の 教育法 で述べ た か

っ た こ とは、む しろ、医学的な訓 練で は な く、教育的

な意図 め方 に あっ た の で は な い か と私 は 思 う。
モ ン テ

ッ ソ
ー

リは 『モ ン テ ッ ソーり ・メ ソ ッ ド』の 中で、次

の よ うに 述べ て い る。　 「感覚練習は
一

種の 自己教育をつ

く り上 げる

幽
…　 指導者は 子 ど もを感覚か ら観念 へ

一

具体的な もの か ら抽象的なもの へ 、そ し て 諸 観念 の 連

合ヘ
ー

導くように干渉 しなければならない 」 と。

　彼女は子 どもの 反応や分析 を基に方法と教具の 改良

を行い 、セ ガ ン 教具 を生 活 行為、学習の 発展へ と繋が

る よ うに改良 した。っ ま り、知的障害児 を 自立 した生

活者 とするための
一

連の 訓練体系の教具を作り上げる

とい うの が、彼女の 改良の 意図 だっ た の で ある。モ ン

テ ッ ソ
ーリが 文字や 数 に 関心 を注い だ の は、彼 らの 精

神を活動させ るには、た だ機能や感覚を働か せ るだ け

で は無 理 で ある とい ラ認識 をもっ た か らで あ る 。
こ れ

は彼女の セ ガン 教具へ の 批判で もあ る。精神は 知性 で

あ る とい う仮説 の も とに、・セ ガシ教具の 応用、改良か

らそ れ らの 教具を開発 し、成功 を修 めた の で ある。

　以上 で わ か る よ うに彼女は セ ガン の 教育や思想のす

べ て を継承する意図で研究、開発 したの ではない。こ

の こ とが、モ ン テ ッ ソーリ法 とい う独 自な方 法 の 開発

に も繋が っ た が、集 団や 祉会に お け る生活 や 経験 、遊

び にお け る生活 や 経験、遊 びに お け る想 像性 の 意味 を

積極的 に位置付けない こ とに も繋 が っ た 。 彼女の セ ガ

ン の 教育法を見る視 薫は、あ くまで 人類学で 習得 した

視点なの で ある。従 っ て 彼女は、セ ガン の 子 どもの 個

別 研究か ら出発す る姿勢と、生理 学的方法に基ずく治

療教育法の 原理 として の 「生理学的教育亅 の 概念の み

を重ん
「
じたの で ある。

　　　　　　　　　　　　　　 ■
　 3 ．モ ン テ ッ ソ

ー
リ治療教育法 の 原理 に 基ず い た 幼

　児教育の 原 点 と今後の 幼児教育に つ い て

　 「モ ン テ ッ ソーリ法亅 は 「辛どもの家」 で初めて 普

　通児に 対 して 幼児教育実験をす るこ と となっ た。彼

　女は、そ の 原 理 につ い て 『自発的活動の 原理』ゐ中

　で 、「発達 能 力 の な い 子 ど もとま だ発達 が表 れ て な

　い 子 ども とは発 達的課 題 に 共 通性 が ある と し 、 幼児

　を対象 とするこ とに したj と述べ て い る。

　　彼女は、治療教育法 の 原 理 を、幼児教育の 原 点と

　考え て い た。彼女が、幼児教育に 託 した もの は 、予

　防的社会観か ら、不道徳、堕落、犯罪の 根源 で ある

　環境 に育つ 幼児 を、望 ま しい道徳性 を備 え る人 間に

　発 遠させ る こ とだ っ た。その 教育原理 は、教育学的

　人類学研 究にセ ガ ン の 発達分析を項 目化 し、・子 ど も

　の 個人記録表をつ け、分析するこ とよ り始ま る 。 教

　師は い つ も影の 存在、教師 が直接的 に教えた り、影

響を与 え る よ うな指導を行 うの で は なく、子 どもが

　正 し くない 方向に 行 く時の み 注意 をす る。とい う環

境条件の みを設 定す る、子 ど もの 主 体性を重 ん じる

　指導で あっ た。その 意義を彼女は、子 ども自身の 内

　的生命力、即ち、自己教育で きる力の 育成 に力 を注

　い で い く教育で あ る とす る。

　　今、21 世紀 を 迎 え、文部科学省で は、「生 きる

　カ」 の 育成 を教育の ス ロ
「 ガ ン と して い る 。 ま た、

　世界では、教育は、統合教育か ら、イ ン クル ー
シ ブ

教育への 移行を考え始 めて い る，その 時、幼児期か

　らの 教育の 内容い か ん に よ り、その 障害の 差を 個性

　と し、互 い の 不 得意な部分 を補 弘
一

人
一
人  人間

の よ さを尊重 で きる人間教育を願 い たい と筆者は、

思 う。筆者 は 幼児 教 育 の 重 要 性 を訴え るが、そ の 場

合、ヒ ュ マ ニ ズ ム を基盤とす るモ ン テ ッ ソ
ー

リ治療

　教育法の 原理は、現代的幼児教育の あ り方に 示唆す

　る と こ ろ小 さくない と考えるの で ある。．
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